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(2) 枚方の川に開かれたまちづくり（枚方市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．イメージ図 
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２．概要 

１）事業主体 

 国土交通省・大阪府・枚方市 

２）事業概要 

 舟運を活用し、駅前から水辺まで一体となったまちづくりを進める。このため、

スーパー堤防の整備にあわせたまちづくり、駅、まち、川、船着場をつなぐ動線

整備、河川公園の整備等を行う。 

①スーパー堤防枚方新町地区の整備 

淀川と一体となった市民の交流拠点を整備 

②府道京都守口線の立体横断施設(横断デッキ)の整備(大阪府整備) 

枚方市駅から淀川へのアクセスを改善 

③コミュニティーゾーンや駅前広場の整備 

淀川、歴史街道枚方宿、駅、ひらかたパーク等を結ぶ安全で快適な歩行空間のネ

ットワークの形成 

④歴史街道枚方宿街なみ環境整備 

淀川と並行する歴史街道枚方宿における魅力ある歩行空間を形成 

⑤万年寺山御茶屋御殿跡展望広場整備 

淀川を見渡す展望の確保。枚方宿の歴史的景観形成 

⑥舟運関連イベントの実施 

淀川の河川空間を生かした水辺の賑わいづくりの創出 

⑦停泊地等の整備(国土交通省事業) 
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淀川舟運の活性化を図るために、沿川の自治体や河川管理者、ＮＰＯ、事業者等の関係機関の広域的な

連携を図ることが必要である。 

・沿川の自然・歴史・文化の再発見と活性化を促し、魅力と活力ある地域づくりを一体的に進める。 

・河口から三川合流域までの安全な航路確保、等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．事業スケジュール 

３．課題 

 17年度以前 18年度 19年度以降 

①    

②    

③    

④    

⑤    

⑥    

⑦    

    実施    

※19年度以降は 19年  
 １月末時点での予定 
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５．平成１９年度の取り組み状況① 

 

枚方は、江戸時代に大阪と京都

を結ぶ京街道（東海度）の宿場町

として栄え、また淀川三十石船な

どが往来する淀川舟運の中継港

としてにぎわい、多様な文化が育

まれてきました。 
そんな歴史を持つ淀川の舟運

を、三十石舟に見立てた屋形船と

屋根付き水上バスで、「枚方船着

場」と大阪市の「天満橋船着場」

を結び、再現運航する淀川舟運イ

ベントを、平成１９年１０月１９

日より１１月３日まで合計７日

間実施しました。 
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５．平成１９年度の取り組み状況② 

 
平成１９年１０月２５日より１１月１４日まで枚方宿街道菊花祭を開催し、市内

小中学校で育てられた大菊約２００鉢を枚方宿街道沿いに展示しました。 
併せて開催されたジャズストリート２００７では、枚方宿界隈の寺院や枚方市駅

コンコースにおいてジャズライブが行われました。 
その他に、俳句大会や歴史ウォーキングなども開催されました。 
 




